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　火の取り扱いが多くなる冬に向けて、そろいの法被を身にまとい、松岡地区の園児たちが防火パレードを 
行いました。園児たちは、地域住民に防火を呼びかけ「火遊びはしません」と誓っていました。 

戸籍の窓 10月分まで（届出順・敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

お
く
や
み 

11月1日現在（前月比） 

合　計　20,305人　（＋17） 

　男　　 9,802人　（＋12） 

　女　　10,503人　（＋ 5） 

世帯数　 6,122世帯（＋14） 

（住民基本台帳より　外国人含む） 

日時：12月 
15日（土）・16日（日） 

　　　10時～18時 
会場：町立図書館1階 

　収益金は歳末たすけあ
い義援金とさせていただ
きます。 
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史
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１２
月
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まえだ　しずねちゃんおざき　りなちゃんしんまち　まおちゃん

名
　
前

性
別

保
護
者

住
　
所

諏
訪
間

青
山
　
一
浩

諏
訪
間

木
村
　
浩
子

福
井
市

松
岡
室

杉
下
　
健
史

松
岡
室

岡
田
　
左
和

松
岡
室

大
月

朝
日
　
直
樹

大
月

伊
藤
　
由
佳

坂
井
市

松
岡
吉
野
堺

稲
葉
　
大
樹

松
岡
吉
野
堺

嶋
田
　
幸
代

松
岡
学
園

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
人
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

前
田
　
穏し
ず

音ね

女
　
和
秀
・
一
美
　
牧
福
島

尾
崎
　
里り

奈な

女
　
宗
則
・
亜
美
　
谷
口

渡
辺
紗さ

也や

華か

女
　
一
雄
・
い
ず
み

谷
口

渡
辺
紗さ

友ゆ

里り

女
　
一
雄
・
い
ず
み

谷
口

新
町
　
真ま

生お

女
　
陽
一
朗
・
幸
代
　
松
岡
吉
野
堺

柳
原
　
悠ゆ

う

真ま

男
　
清
高
・
恵
子
　
松
岡
葵
2

橋
本
啓け
い

太た

郎ろ
う

男
　
修
一
・
沙
緒
俐

松
岡
松
ヶ
原
1

橋
本
凌
太
郎

り
ょ
う
た
ろ
う

男
　
修
一
・
沙
緒
俐

松
岡
松
ヶ
原
1

大
谷
　
悠
介
ゆ
う
す
け

男
　
純
平
・
け
い
子

松
岡
木
ノ
下
2

大
矢
場
　
暉
ひ
か
る

男
　
貴
博
・
さ
お
り

松
岡
松
ヶ
原
4

岡
D
航こ
う

太た

朗ろ
う

男
　
英
夫
・
尚
子
　
松
岡
下
合
月

松
岡
　
花か

奈な

女
　
由
浩
・
裕
美
　
松
岡
兼
定
島

金
森
　
快
生

か
い
せ
い

男
　
貴
範
・
澄
江
　
松
岡
兼
定
島

中
野
　
愛ま

な

巳み

女
　
暢
哉
・
和
代
　
栃
原

川
村
　
悠は

る

貴き

男
　
知
宏
・
と
も
み

松
岡
学
園

西
本
　
英
雄
　
71

松
岡
上
吉
野

井
関
　
清
隆
　
86

上
浄
法
寺

笠
松
　
君
子
　
96

け
や
き
台

竹
澤
ヨ
シ
子
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鳴
鹿
山
鹿

木
原
フ
デ
ヲ
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松
岡
越
坂
2

河
合
　
英
男
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東
古
市

東
　
　
仁
吉
　
84

東
古
市

東
　
ミ
ナ
コ
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東
古
市

竹
澤
　
邦
江
　
65

諏
訪
間

山
口
　
利
一
　
88

京
善

坪
井
タ
ケ
子
　
78

松
岡
吉
野
堺

室
谷
　
義
輝
　
94

松
岡
小
畑

1
山
　
常
子
　
69

松
岡
神
明
2

國
嶋
　
金
作
　
93

高
橋

桑
原
　
岩
雄
　
75

松
岡
葵
2

村
上
　
利
一
　
65

松
岡
葵
3

内
田
ひ
で
子
　
82

轟

中
田
さ
だ
を
　
97

松
岡
芝
原
3

反
保
　
　
光
　
72

中
島

名
　
前

年
齢

住
　
所

もめ事、差別、暴力などのほか、登記、交通事故、戸籍など
でお困りの人や人権問題などの相談がありましたらご相談に応
じております。
○定例相談日
①日　時 12月5日（水）

13時30分～16時
場　所 松岡福祉総合センター
相談員 奥野政裕・田中眞佐子

②日　時 12月26日（水）
13時30分～16時

場　所 やすらぎの郷
相談員 南保文夫・小渕富美子

（敬称略）

育てよう　一人一人の　人権意識
12月4日～10日は人権週間です
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川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
・
発
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「
サ
ン
サ
ン
家
族
」 

　
　
　
に
よ
る
寸
劇 

講
　
演 

最
優
秀
賞 

川
　
口
　
容
　
子 

さ
ん
（
谷
　
口
） 

優
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賞

 

入

　

選

 

永
　
井
　
亜
　
弥 

さ
ん
（
坂
井
市
） 

多
　
田
　
和
　
子 

さ
ん
（
吉
　
峰
） 

多
　
田
　
博
　
幸 

さ
ん
（
吉
　
峰
） 

辻
　
　
　
任
　
司 

さ
ん
（
大
野
市
） 

関
　
谷
　
豊
　
美 

さ
ん
（
越
前
町
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小
　
林
　
明
　
子 

さ
ん
（
松
岡
兼
定
島

） 

尾
　
川
　
満
　
子 

さ
ん
（
吉
　
波
） 

最
優
秀
賞 朝

　
井
　
菜
　
摘 

さ
ん
（
松
岡
中
2
年
） 

優

秀

賞

 

入

　

選

 朝
　
倉
　
淳
　
弥 

さ
ん
（
松
岡
中
2
年
） 

反
　
保
　
彩
　
香 

さ
ん
（
上
志
比
中
3
年
） 

中
　
川
　
陽
　
加 

さ
ん
（
松
岡
中
2
年
） 

中
　
山
　
　
　
悠 

さ
ん
（
松
岡
中
2
年
） 

田
　
中
　
千
　
里 

さ
ん
（
永
平
寺
中
2
年
） 

中
　
村
　
　
　
悟 

さ
ん
（
上
志
比
中
3
年
） 

平
　
澤
　
莉
　
奈 

さ
ん
（
松
岡
中
2
年
） 

フ
ェ
ス
タ
を
終
え
て 

 

 

 
 

　「
身
の
回
り
で
感
じ
る
男
と
女
の
関
わ
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
川
柳
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
一
般
の
部
で
62
句
、
学
生
の
部
で

2
6
3
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
部

門
別
に
最
優
秀
賞
各
1
名
、
優
秀
賞
各
2
名
、
入
選

各
5
名
が
選
ば
れ
、
表
彰
と
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
入
賞
作
品
は
下
記
の
と
お
り
） 　「

男
性
脳
と
女
性
脳
、
二
つ
の
世
界
〜
パ

ー
ト
ナ
ー
の
頭
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
と
題
し
て
黒
川
伊
保
子
さ
ん(

感
性

ア
ナ
リ
ス
ト)

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
14
年
に
わ
た
り
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

の
研
究
開
発
に
従
事
し
て
い
た
経
験
を
も
と

に
、
右
脳
と
左
脳
を
結
ぶ
脳
梁
（
の
う
り
ょ

う
）
の
太
さ
が
男
女
で
違
う
こ
と
か
ら
、
も

の
の
見
方
や
考
え
方
が
違
う
こ
と
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
黒
川
さ
ん
は
日
常
的
な
出
来
事
を

例
に
あ
げ
る
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
か

け
て
い
ま
し
た
。
男
女
の
脳
の
違
い
を
お
互

い
が
わ
か
り
合
っ
て
、
共
に
生
き
る
こ
と
が

幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

　
寸
劇
「
サ
ン
サ
ン
家
族
」
が
今
年
も

さ
ん
さ
ん
de
ね
っ
と
！(

男
女
共
同
参

画
推
進
グ
ル
ー
プ)

に
よ
り
演
じ
ら
れ

ま
し
た
。 

　「
サ
ザ
エ
さ
ん
が
副
区
長
に
選
ば
れ
る
」

と
い
う
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
、

笑
い
の
中
に
も
身
近
な
問
題
と
し
て
、

会
場
か
ら
も
共
感
を
得
て
い
ま
し
た
。 

　
男
女
が
支
え
あ
い
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
１１
月
１１
日
（
日
）
上
志
比
文
化
会
館
サ
ン
サ

ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
2
0
0
7
え
い
へ
い
じ
男
女
共
同
参
画
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
発
表
、
さ
ん
さ
ん
de
ね
っ
と
！
に
よ
る
寸
劇
「
サ
ン
サ
ン
家
族
」、

黒
川
伊
保
子
さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

一般の部 

学生の部 

ひ
と
と
ひ
と 

　
皆
さ
ん
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
男
女
共
同
参
画

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

が
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
ま

ず
も
っ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、「
フ
ェ
ス
タ
は
、
よ
か
っ
た
か
の
う
」「
ほ

う
や
の
ー
い
い
ざ
の
ー
」
と
、
応
え
を
い
た
だ
け
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で
男
女
共

同
参
画
と
い
う
種
を
蒔
い
て
く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば

油
桐
が
1
枚
、
2
枚
と
葉
を
つ
け
、
2
年
、
3
年

後
に
は
、
30
枚
、
60
枚
と
増
え
て
い
き
、
そ
し
て
そ

の
葉
で
お
い
し
い
マ
ス
寿
司
を
作
り
、
人
の
口
に
運

ば
れ
る
よ
う
に
、「
ひ
と
り
か
ら
で
も
」
を
合
い
言
葉

に
、
男
女
が
共
に
生
き
生
き
と
し
て
輝
く
町
に
育
て

ま
し
ょ
う
。 

永平寺町男女共同参画 
　　　　　　推進委員会 
会　長　 

堀　江　俊　子 さん 

男女共同参画ふれあいフェスタ
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所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった人 
平成19年に所得が減って所得税が課されなくなった人 

平成19年度より住民税のしくみが変わりました。 

　国（所得税）から地方（住民税）への「税源移譲」が始まりました。それに伴い、ほとんどの人は、平
成19年1月から所得税が減り、その分6月から住民税が増えています。しかし、税源の移し替えなので
「所得税＋住民税」の税負担は基本的には変わっていません。 
　ところが、次のような皆さんにおいては、負担増となってしまうことがありますので、申告により住民
税を減額して、不利とならないような措置が設けられました。対象となる人は、決められた期間にお忘れ
なくそれぞれの申告をしていただきますようご注意ください。 

所得税から住宅ローン控除額を 
引ききれなかった人 

所得税から住宅ローン控除額を 
引ききれなかった人 

　住宅ローン控除は、これまで所得税のみが控除の
対象でした。しかし、今回の税制改正で所得税が減
額し、今まで控除されるべきであった額が控除でき
ない人は、住民税（所得割）から控除できます。 

対象となる人は？ 
　上記の条件の人のうち、平成11～18年までに入
居され、住宅ローン控除を受けていた人 

対象期間は？ 
　平成20～28年度（毎年申告が必要です） 

手続きは？ 
　専用の申告書をご記入の上・・・ 
　①確定申告をしない人は、源泉徴収票を添付して
市町村（税務課など）へ提出 

　②確定申告をする人は、確定申告書に添付 

申告期限は？ 
　平成20年3月17日（月）まで 

平成19年以降に入居した場合は？ 
　今回の住民税の控除の適用はありません。 
　（ただし、所得税の住宅ローン控除において「従来
の方式」と「控除率を引き下げて控除期間を延長
する方式（10年から 15年に延長）」を選択する
ことができます） 

平成19年に所得が減って 
所得税が課されなくなった人 
平成19年に所得が減って 
所得税が課されなくなった人 

　住民税は前年の所得について課税されます。平成
18年中に所得があった人については、平成19年に
所得が少なく所得税が課されないとしても、平成19
年度の住民税が課税されます。この場合、税源移譲
による住民税の増額のみ影響を受けることになって
しまいます。このような場合、平成19年度の住民
税を一部還付させていただきます。 

対象となる人は？ 
　退職などにより、平成19年の所得税が課されなくなっ
た人のうち、平成19年度の住民税が課税されている人 
　寄付金控除などの人的控除額の増加や、住宅ローン控
除などによって所得税が課税されなくなった場合には適
用になりません。 

対象期間は？ 
　平成19年度住民税に係る分のみ 
　（税源移譲に係る1年のみの経
過措置です。） 

手続きは？ 
　専用の減額申請書を、平成19年
1月1日現在にお住まいの市町村（税務課など）へ提出 

申告期間は？ 
　平成20年7月1日（火）～31日（木） 

平成２０年度 
住民税における 
改正点 

平成17年1月1日時点で65歳以上であった人 老年者非課税措置がなくなります 
 老年者非課税措置の廃止による急激な税負担を軽減するため、平成18年度には2／3、19
年度には1／3の税額が軽減されていましたが、平成20年度にはこの経過措置がなくなります。 

地震保険料控除が創設されました 
　これまでの損害保険料控除が改組され、地震保険料控除が創設されました。なお、長期
損害保険契約については、平成18年以前契約のものに限りこれまでどおり控除が適用され
ますが、短期損害保険契約については、適用されません。 

　このページに関する内容の詳細については、12月中旬にリーフレットを配布いたします。（税務課、各支

所の町民サービス課窓口にも設置してあります） 
お問い合わせ　税務課　161－3944

予防接種日程 予防接種日程 

乳児相談日程 乳児相談日程 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

　症状はかぜと似ている、でも甘く見ていると死に至
ることもある怖い病気です！ 
　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスの感
染によっておこる病気です。主な症状としては、高熱（38
～ 40度）や頭痛、筋肉痛、全身倦怠感などの全身症
状と、のどの痛み、咳や痰などの呼吸器の急性炎症症
状などがみられます。 
　インフルエンザは通常のかぜと比べ、症状が重く、
全身症状も顕著に現れます。そのため、高齢者がかか
ると肺炎を併発したり、持病を悪化させたりして重篤
になり、最悪の場合は死に至ることもあります。また、
潜伏期間が短く感染力が強いことも特徴で、毎年、流
行期の12月下旬から3月上旬にかけては多くの人が
インフルエンザにかかっています。 
 
 
　日常生活ではまず、体調を整えて抵抗力をつけ、ウ
イルスに接触しないことが大切です。また、ウイルス
は湿度に非常に弱いので、室内を加湿器などを使って
適度な湿度に保つことは有効な予防法です。 
 

①栄養と休養を十分とる 
　体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しにくく
なります。 

②人ごみを避ける 
　病原体であるウイルスを寄せ付けないようにしま
しょう。 

③適度な温度、湿度を保つ 
　ウイルスは低温、低湿を好み、乾燥しているとウ
イルスが空気中を漂っています。加湿器などで室内
の適度な温度を保ちましょう。 

④外出後の手洗いとうがいの励行 
　手洗いは接触による感染を、うがいはのどの乾燥
を防ぎます。 

⑤マスクを着用する 
　どうしても予防が必要な人は、マスクを着用しま
しょう。罹患した人では咳やくしゃみの飛まつから
他人に感染するのを防ぐ効果もあります。「人に対し
て」という意味で「エチケットマスク」などと言わ
れることもあります。 

インフルエンザ流行に注意！ インフルエンザ流 行に注意！ インフルエンザ流 行に注意！ 

日常生活でできるインフルエンザ予防法 日常生活でできるインフルエンザ予防法 

予防接種名

BCG（結核）
個別予防接種

対　象　者

平成19年9月1日～9月30日生まれ
及び前期間未接種のお子さん

期　　　間

1月7日（月）～1月12日（土）

接種場所

町内指定
医療機関

三種混合
（ジフテリア・
百日咳・破傷風）
個別予防接種

≪1期初回≫
平成19年7月1日～7月31日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん
≪1期追加≫
平成18年7月1日～7月31日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん

12月10日（月）～
12月15日（土）

町内指定
医療機関

麻しん・風しん
1期

個別予防接種

平成18年11月1日～11月30日生ま
れ及び24月未満の未接種のお子さん
※「麻しん」または、「風しん」のどちら
かにかかったお子さんは、必ず各保健
センター 保健師までご連絡ください。

12月17日（月）～
12月22日（土）

町内指定
医療機関

★ 対象者には町から問診票を送付します。
★ 町から配布されております「予防接種と子供の健康」、あるいは「予防接種手帳」を必ずお読みください。
★ 予診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。

健診・相談内容

育児相談
（4ヶ月～5ヶ月児）

対　　象　　児

平成19年9月～
10月生まれ

日　　程

2月1日（金）

場　　所

松岡保健センター
（松岡福祉総合センター内）

時　　間

午前9時20分～
9時40分まで受付け

保健通信
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★ 対象のお子さんには、受診票を送付しています。
☆ 受診票について、また健診日程についてのお問い合わせは各保健センター　保健師まで



シ
ョ
ッ
ト 

シ
ョ
ッ
ト 

清流の風とともに… 
　永平寺松岡河川公園をスタートし、九頭竜サ
イクリングロード日本陸連公認コースを走る
「2007九頭龍チャレンジフルマラソン」が11
月 18日、開催されました。ちびっこ駅伝は雨
のため中止となりましたが、海外からは、韓国
の2人をはじめ山形県から岡山県までの総勢約
500人が出走しました。 
　ランナーたちは激しい雨が時折降る中、懸命
に完走を目指していました。 

昔なじみのつるし柿 
　西幼児園の5歳児 20人と地域のお年寄り
たち 15 人が 10 月 25 日、地元でとれた柿
200個を使ってつるし柿づくりを行いました。 
　園児たちは、柿の汚れを落とし、柿のへた
を取る作業、お年寄りは皮をむく作業をそれ
ぞれ担当。 
　仕上げにお年寄りから縄に柿を取り付ける
方法を習いながら柿をつるし、出来上がりを
楽しみにしていました。 

住民と行政のまちづくり計画 
　永平寺町の今後 10 年間のまちづくりの指針
を示す「永平寺町総合振興計画」が浅沼美忠総
合計画審議会長らから11月20日、松本町長に
答申されました。審議会は県立大学、福井大学
の教授をはじめ町内各地区の各種団体から選ば
れた25 人で構成され、今年の 3月から8回の
審議を重ねてきました。「うるおい・やすらぎ・
人がきらめくまち」を基本理念として、この計画
を基に住民と行政のまちづくりを推進していきます。
　松本町長は、「町民の皆さんが幸せになるまち
づくりを進めていきたい。」と話していました。 

　趣向を凝らした「永平寺町文化祭」が11
月3、4日、各地区において行われました。会
場には、各幼児園、幼稚園、小中学校の作品
や、公民館講座、一般の作品など、約2,500
点が展示されました。会場内では、お茶席、
バザーなど盛り沢山の催しもあり、当日天候に
も恵まれたことから大盛況となりました。 

 

きれいな花が咲きますように… 
　春に大好きな花を咲かせようと 11 月 5日、
東幼児園の4・5歳児24人と葉とぽっぽ会の皆
さんで東幼児園ふれあい花壇に球根を植えました。 
　球根は、チューリップ100個と水仙 50個。
園児は「春になったらきれいな花が咲きますよ
うに。」と願いを込めながらスコップで穴を掘り、
球根を1つずつ入れていました。 

アグネスさん、平和を願う 
　歌手やエッセイストとして活躍しているアグ
ネス・チャンさんの講演会が10月 9日、永平
寺中学校で開かれました。これは、町内の「ア
グネス・チャンを迎える会実行委員会」が企画
したもので、アグネスさんは、戦争や貧困に苦
しむ世界の子どもたちの現状を話し、町内3中
学校の全校生徒約600人は熱心に耳を傾けてい
ました。 
　ユニセフ大使でもあるアグネスさんは、世界
各地で起きている内戦を憂い「みなさん一人一
人の考え方や思いが平和につながると思います。」
と訴えていました。夜にはふれあいセンターで
も講演されました。 

災害に備えて… 
　震度7の地震による災害を想定した総合防災
訓練が10月28日、志比小学校グラウンドで行
いました。地区別訓練では、各集落において避
難訓練、情報伝達訓練などを、全体訓練では、
永平寺地区を対象に初期消火訓練、応急救護訓練、
救助訓練などを行いました。 
　訓練に参加された皆さんは、いざという時に
備えて身を守れるよう真剣に取り組んでいました。 

笑点でおなじみの… 
　「永平寺町文化振興芸術事業」の第一弾として、
「永平寺ふれあい寄席　三遊亭小遊三　独演会」
が11月17日、ふれあいセンターにおいて開催
されました。笑点でおなじみの三遊亭小遊三さ
んとあって、笑点のメンバーの話題も盛り込まれ、
場内の350人は、笑いの渦に包み込まれていま
した。 

町民総参加、文化の祭典！ 

まちかどショット
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察 察 
警 警 

防 防 
消 消 

お問い合わせ　永平寺町消防本部　161－0179火災・救急・救助は119火災・救急・救助は119

お問い合わせ　永平寺警察署　161－0110

住宅用火災警報器を設置しましたか？ 住宅用火災警報器を設置しましたか？ 住宅用火災警報器を設置しましたか？ 
　大切な生命と財産を火災から守るために、住宅用火災警報器を設置し
ましたか？ 
　町内すべての住宅への住宅用火災警報器の設置期限が平成20年6月
1日までとなっています。設置場所は寝室・階段となっていますが、住
宅の部屋数・階数などで異なってきます。設置したら消防署に届出が必
要です。取付け方法など詳しいことは最寄りの消防署までお尋ねください。 

※町内において住宅火災がありましたが、住宅用火災警報器が設置され
ていたことにより大事に至らなかったという奏功事例がありました。
全国的にも次のような奏功事例が報告されています。 

暖房器具は大丈夫ですか？ 暖房器具は大丈夫ですか？ 
　この時季は日に日に寒さが増し、暖房
器具などの火気使用が多くなります。石
油ストーブなどの暖房器具の手入れは万
全でしょうか？次の点に注意し、火災の
無い年末年始を迎えましょう！ 

●ストーブの近くに紙、衣類など燃えや
すいものを置かないこと。 

●ストーブの近くで、ヘアスプレーなどの
引火の危険があるものは使用しないこと。 

●カーテンなどがストーブに接近しない
ようにすること。 

●ストーブの上に洗濯物を干さないこと。 

●灯油を補給する場合は、ストーブの火
は必ず消し、溢れ出さないよう注意し、
その場を絶対離れないこと。 

●カードリッジタンク式は、給油後ふた
を確実に締め、漏れないことを確認す
ること。 

●ストーブは耐震自動消火装置付きのも
のを使用すること。 

●就寝時、外出時には、必ず完全に消火
していることを確認すること。 

事例１ 寝たばこから火災発生！ 

　寝たばこにより火災が発生し、警報
器が煙を感知しました。警報音で本人
が目を覚まし、ふとんに水を掛けて消
火したので、大事に至りませんでした。 

事例2 仏壇の灯明が燃え移って！ 

　2階居室で就寝していた男性は、1
階にある祖母の部屋の警報器の鳴動に
気付き、1階におりると仏壇から炎が
上がっているのを発見。水道水を掛け
て消火しました。 

飲酒運転は犯罪です !!飲酒運転は犯罪です !!飲酒運転は犯罪です !!
～平成19年9月19日より道路交通法の飲酒運転に係る罰則が強化されました～ 

飲
酒
運
転
者
 

運
転
車
の
周
辺
者
 

酒酔い運転 

酒気帯び運転 

酒気帯び運転を行う 
おそれのある者に 
車両を提供 

飲酒運転を行う 
おそれのある者に 
酒類を提供・ 
飲酒運転の車に 
要求依頼して同乗 

一口でも運転しない・飲んだ人には運転させない 

5年以下の懲役 または 
１００万円以下の罰金 

3年以下の懲役 または 
50万円以下の罰金 

3年以下の懲役 または  
50万円以下の罰金 

改　　正　　後 改　　正　　前 

1年以下の懲役 または  
30万円以下の罰金 

運転者が酒酔い運転 
5年以下の懲役 または 
100万円以下の罰金 

運転者が酒気帯び運転 
3年以下の懲役 または 
50万円以下の罰金 

運転者が酒酔い運転 
3年以下の懲役 または 
50万円以下の罰金 

運転者が酒気帯び運転 
2年以下の懲役 または 
30万円以下の罰金 

罰則なし 
(刑法の幇助罪等適用） 

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

  
 『

ア
ク
リ
ル
』　
室
井
　
佑
月 

『
あ
じ
さ
い
日
記
』　
渡
辺
　
淳
一 

『
有
頂
天
家
族
』　
森
見
　
登
美
彦 

『
大
人
に
似
合
う
ヘ
ア
カ
タ
ロ
グ‚
08
』  

成
美
堂
出
版
編
集
部 

『
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
』　
泉
　
忠
司 

『
幸
菌
ス
プ
レ
ー
』　
室
井
　
滋 

『
骨
粗
鬆
症
』　
太
田
　
博
明 

『
十
二
の
嘘
と
十
二
の
真
実
』　
あ
さ
の
　
あ
つ
こ 

『「
震
度
6
強
」が
原
発
を
襲
っ
た
』
朝
日
新
聞
取
材
班 

『
水
族
館
の
仕
事
』　
西
　
源
二
郎 

『
す
ぐ
わ
か
る
能
の
見
ど
こ
ろ
』　
村
上
　
湛 

『
絶
対
に
失
敗
し
な
い
一
戸
建
て
の 

選
び
方
・
買
い
方
』　
山
下
　
和
之 

『
中
国
の
危
な
い
食
品
』　
周
　
勍 

『
ち
り
と
て
ち
ん
』　
藤
本
　
有
紀 

『
つ
ば
さ
よ
つ
ば
さ
』　
浅
田
　
次
郎 

『
定
年
前
・
定
年
後
』　
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所 

『
7
・
16
中
越
沖
地
震
』　
柏
崎
日
報 

『
望
み
は
何
と
訊
か
れ
た
ら
』　
小
池
　
真
理
子 

『
走
る
こ
と
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
僕
の
語
る
こ
と
』 

　
村
上
　
春
樹 

『
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
』　
堂
場
　
瞬
一 

『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
』　
田
村
　
裕 

『
間
違
い
だ
ら
け
の
地
震
対
策
』　
目
黒
　
公
郎 

『
も
っ
ち
り
シ
フ
ォ
ン
さ
っ
く
り
ク
ッ
キ
ー 

ど
っ
し
り
ケ
ー
キ
』　
な
か
し
ま
　
し
ほ 

『
夕
映
え
』　
宇
江
佐
　
真
理 

『「
四
字
熟
語
」
の
年
賀
状
』　
鈴
木
　
絢
子 

『
龍
の
棲
む
家
』　
玄
侑
　
宗
久 

『
老
春
も
愉
し
』　
瀬
戸
内
　
寂
聴 

『
年
金
不
安
の
時
代
に
必
要
な
知
識
と
手
間
』 磯

村
元
史 

 『
い
き
も
の
い
ろ
い
ろ
』　
ふ
く
だ
　
と
し
お 

『
え
い
ご
の
く
に
へ
で
か
け
よ
う 

 

（
は
る
・
な
つ
／
あ
き
・
ふ
ゆ
）』　
わ
だ
　
こ
と
み 

『
き
れ
い
に
ふ
け
る
？
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
須
賀
　
朗 

『
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
』　
秋
木
　
真 

『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ぎ
ん
の
く
ま
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
レ
ー
ク
・
ベ
ロ
ニ
カ 

『
し
っ
ぽ
！
』　
竹
下
　
文
子 

『
辞
典
・
資
料
が
よ
く
わ
か
る
事
典
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
谷
　
圭
助 

『
だ
い
す
き
な
も
の
』　
公
文
　
健
太
郎 

『
で
こ
あ
て
す
り
す
り
』　
朝
川
　
照
雄 

『
天
使
の
つ
ば
さ
に
乗
っ
て
』 

マ
イ
ケ
ル
・モ
ー
パ
ー
ゴ 

『
ト
イ
レ
の
お
か
げ
』　
森
枝
　
雄
司 

『
と
お
い
ま
ち
の
こ
』　
た
か
ど
の
　
ほ
う
こ 

『
と
ん
ぼ
の
島
の
い
た
ず
ら
子
や
ぎ
』 

　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
リ
ン
ト
・
ア
ー
グ
ネ
シ
ュ 

『
ハ
コ
ち
ゃ
ん
の
は
こ
』　
竹
下
　
文
子 

『
ベ
ッ
キ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
』  

タ
ー
シ
ャ・
テ
ュ
ー
ダ
ー 

『
コ
ー
ヒ
ー
の
ひ
み
つ
』　
佐
藤
　
守 

   
      

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
）
1
６１
ー
7
1
1
7 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1
６３
ー
2
1
1
1 

町
立
図
書
館
上
志
比
館
　
　
　
1
６４
ー
3
1
7
0 

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 
年末年始休館のお知らせ 年末年始休館のお知らせ 
12月27日 (木 )～ 
　　　　　1月4日 (金 ) 
全館休館させて 
　　　　　いただきます。 

日　時 
　12月15日（土） 

14時～15時 
会　場 
　町立図書館2階 
　申し込み不要。定
員もありません。ど
なたでもご自由にご
参加ください。 

吉
よし

田
だ

大祐
だいすけ

くん　4歳
（上浄法寺）

お姉ちゃんと遊ぶの大好き！時々
ケンカもするけれど本当は仲良しで
す。とっても元気で踊りと歌が大好
きなわんぱくダイスケで～す。

山口
やまぐち

紗
さ

和
わ

ちゃん　5歳
（吉波）

おもしろいことを言ってみんなを笑
わせるのが大好きです！

消防・警察
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本
年
１２
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
任
期
は
、
平
成
１９
年
１２
月
1
日
か
ら
平
成
２２
年
１１
月
３０
日
ま
で
で
す
。 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
担
当
区
域
内
の
実
情
を
把
握
し
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
生
活
に
関
す
る
相
談
・
助
言
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
の
提
供
や
必
要
な
援
助
な
ど
を
行
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
者
で
す
。 

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
担
当
し
、
児
童
の
環
境
や
状
況
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
連
携
協
力
を
と

り
必
要
な
環
境
の
整
備
や
援
助
を
行
い
ま
す
。 

　
生
活
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
知
り
得
た
秘
密
に
つ

い
て
は
、
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

くらしの情報

広報永平寺12月号11

民生委員・児童委員

広報永平寺12月号 10

氏　　名

東　　重吉
河合マサヱ
勝山　　隆
小玉　清光
宮川美津江
石田　武郎
島田　澄枝
伊地　　勇
冨田　　昇
山口　武子
小畑さだ子
清水　富枝
奥田　　繁
奥野　政裕
稲葉　清平
藪内　郁代
中村　幹夫
伊東　勝枝
西尾　喜弘
田中眞佐子
松浦喜代治
松田　貞夫
石田　亮一
○堀江　俊子
○砂村　洋子
高田　　勉
大道　清美
渡邊　惠子
坪川　克枝
齋藤ヤエ子
平林　與一
小林　清江
長谷川玲子
河合世紀子
河野　一郎
齊川　静子
大久保　長
坂下きぬえ
山澤　昌子
前澤　齊視
島田美恵子
○東　　節子
多田　省吾
反保　廣子
田中　絹江
南部眞理子
川D 宗孝

赤井　常人
鈴木カズヱ
清水八千子
前田　一美
上坂　町子
○山田　二葉

松
　
　
　
　
岡
　
　
　
　
支
　
　
　
　
部

永
　
　
平
　
　
寺
　
　
支
　
　
部

上
　
志
　
比
　
支
　
部

住　　　所

松岡志比堺25-230
松岡志比堺3-2
松岡薬師1-124
松岡神明1-134
松岡神明3-56
松岡神明3-74
松岡葵1-18-5
松岡葵2-65
松岡春日2-19
松岡春日3-125
松岡芝原1-72
松岡室27-10-2
松岡松ケ原2-409
松岡松ケ原4-401
松岡吉野堺18-25
松岡吉野9-9
松岡上吉野56-6
松岡越坂2-1-33
松岡上合月9-25
松岡樋爪3-18
松岡末政17-12
松岡兼定島32-7
松岡領家10-8
松岡神明3-19
松岡松ケ原4-404
志比27-22
荒谷55-3-2
けやき台320
諏訪間46-8-2
諏訪間5-2
法寺岡9-3-1
東古市9-29
東古市13-40-1
谷口1-16
花谷8-2
光明寺6-2
轟17-57
鳴鹿山鹿11-50
下浄法寺7-67-1
岩野3-7
栃原44-6
鳴鹿山鹿33-74
吉峰16-3-1
中島7-24-1
竹原13-16
石上24-10-1
栗住波20-51-5
清水8-52-3
山王17-37
大月17-7
牧福島19-22
浅見28-13
藤巻47-16

電話番号

61－4377
61－0126
61－0368
61－0073
61－0350
61－0950
61－1774
61－0252
61－0079
61－1648
61－1019
61－0570
61－2218
61－1136
61－0466
61－1751
61－0819
61－0987
61－2014
61－2058
61－2781
61－2810
61－2846
61－0595
61－0531
63－3038
63－3028
63－4108
63－4077
63－3638
63－2266
63－2104
63－2338
63－2124
63－2726
63－2195
63－3421
66－0909
63－2580
63－3911
63－2633
63－3338
64－2630
64－2712
64－2684
64－2743
64－2936
64－2114
64－3055
64－2423
64－2395
64－2352
64－2650

担　当　区　域

松岡志比堺
松岡志比堺
松岡薬師1・2丁目
松岡神明1丁目
松岡神明2丁目
松岡薬師3丁目・神明3丁目
松岡葵1丁目
松岡葵2・3丁目
松岡春日1・2丁目
松岡春日3丁目・清水
松岡芝原1・2丁目
松岡芝原3丁目
松岡松ケ原1･2丁目･観音1･2･3丁目
松岡木ノ下1･2･3丁目･松ケ原3･4丁目･松原
松岡吉野堺・石舟・松ｹ丘
松岡吉野・小畑・西野中
松岡宮重・湯谷・上吉野
松岡越坂1・2丁目
松岡上合月・下合月
松岡樋爪・学園
松岡末政・御公領
松岡兼定島・渡新田
松岡領家・領家南・平成
松岡地区全域
松岡地区全域
志比・荒谷
市野々・京善・寺本
けやき台
諏訪間
山・東諏訪間・諏訪間団地
法寺岡・東古市
東古市
東古市
高橋・下谷口
上谷口・花谷
光明寺
飯島・轟
鳴鹿・山鹿
下・中浄法寺
上浄法寺・岩野・吉波
栃原
永平寺地区全域
吉峰・藤巻
市荒川・中島
竹原
石上・栗住波
栗住波・せせらぎ
清水・大野島・市右エ門島
山王
山王・大月
牧福島
浅見・野中・北島
上志比地区全域

○は主任児童委員 （敬称略）

”
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“『
町
長
の

炉
ば
た
ト
ー
ク
』
行
っ
て
い
ま
す
！

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望

の
人
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課1

６１
ー
3
9
4
1

町
で
は
、
地
震
の
際
の
被
害
軽
減
を
図

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
対
す

る
補
助
を
今
年
も
行
い
ま
す
。
専
門
の
耐

震
診
断
士
が
お
宅
に
伺
い
診
断
い
た
し
ま

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

12
月
12
日(

水)

か
ら

募
集
件
数

7
件(

先
着
順)

対
象
家
屋

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
在
来
工
法
ま
た
は
枠
組
壁

工
法
に
よ
る
一
戸
建
木
造
住
宅

診
断
費
用

3
0，

0
0
0
円

う
ち
　
補
助
額
　
2
7，
0
0
0
円

個
人
負
担
　
　
3，
0
0
0
円

申
込
要
件

町
内
に
建
っ
て
い
る
木
造
住

宅
で
あ
る
こ
と
。
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課1

６１
ー
3
9
4
8

希
望
さ
れ
る
人
は
、
履
歴
書
と
資
格
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

①
保
育
士

若
干
名

②
児
童
館
児
童
厚
生
員
　
　
　
　

2
名

③
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
　
　
　
　

2
名

④
調
理
員
・
パ
ー
ト
調
理
員

若
干
名

⑤
延
長
保
育
補
助
員
（
パ
ー
ト
）
若
干
名
　

勤
務
期
間

平
成
20
年
4
月
1
日
（
火
）

〜
平
成
21
年
3
月
31
日
（
火
）

応
募
資
格
　
年
齢
不
問
・
健
康
な
人

（
①
②
④
は
要
資
格
）

受
付
期
間

12
月
10
日
（
月
）
〜
12
月
27
日
（
木
）

※
障
害
者
雇
用
促
進
の
た
め
に
、
次
の
と

お
り
特
別
選
考
枠
を
設
け
ま
す
。

採
用
予
定
数

若
干
名

応
募
資
格

志
願
す
る
職
種
の
資
格
を
有

し
、
自
力
に
よ
る
通
勤
、
介
助
な
し
の

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
障
害

の
程
度
が
一
級
か
ら
六
級
ま
で
の
人
。

お
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
松
岡
公
民
館
内
）

1
６１
ー
7
2
5
0

こ
の
ほ
ど
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い

て
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
以
下
の

と
お
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
政
府
と
し
て

も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
正
式
に
内
容
が
固
ま
っ

た
段
階
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
７０
〜
７４
歳
の
人
（
注
1
）
の
窓
口
負
担

に
つ
い
て

平
成
20
年
4
月
か
ら
平
成
21
年
3
月
ま

で
の
一
年
間
窓
口
負
担
が
1
割
に
据
え
置

か
れ
ま
す
。

（
注
1
）
既
に
3
割
負
担
を
い
た
だ
い
て

い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受

け
た
人
は
除
き
ま
す
。

（
注
2
）
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
70
〜

74
歳
の
人
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
2
割
負
担
に
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も
の

を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
７５
歳
以

上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料
に
つ
い
て

平
成
20
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
6
ヶ

月
間
は
無
料
と
な
り
、
平
成
20
年
10
月
か

ら
平
成
21
年
3
月
ま
で
の
6
ヶ
月
間
は
、

頭
割
保
険
料
額
（
被
保
険
者
均
等
割
）
が

9
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

（
対
象
者
）

75
歳
以
上
の
人
（
注
1
）
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る
日
の
前
日

（
平
成
20
年
3
月
31
日
ま
た
は
75
歳
の
誕

生
日
の
前
日
）
に
お
い
て
被
用
者
保
険

（
注
２
）
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
人

（
注
１
）
65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
認
定

を
受
け
た
人
を
含
み
ま
す
。

（
注
2
）
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
、
企
業

の
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

の
健
康
保
険
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
注
3
）
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
の
人
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら

2
年
間
、
被
保
険
者
均
等
割
を
5
割

軽
減
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
措
置
は
そ
れ
に
加
え
て
行
う

も
の
で
す
。

高
温
水
配
管
の
工
事
の
た
め
、
臨
時
休

館
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
11
月
22
日
（
木
）

か
ら
通
常
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
余
熱
館
さ
さ
お
か

1
７４
ー
2
2
2
1

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に

補
助
を
し
ま
す
（
二
次
募
集
）

高
齢
者
医
療
制
度
の見

直
し
に
つ
い
て

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
ー
Ｋ
Ａ
Ｎ

さ
さ
お
か
か
ら
の
お
知
ら
せ



冬の備えは大丈夫？ 冬の備えは大丈夫？ 冬の備えは大丈夫？ お
問
い
合
わ
せ
　
建
　
設
　
課
　
1
６１
ー
3
9
4
8
 

　
　
　
　
　
　
　
永
平
寺
支
所
　
1
６３
ー
3
1
1
1
（
内
線
3
3
3
） 

　
　
　
　
　
　
　
上
志
比
支
所
　
1
６４
ー
2
2
1
1
（
内
線
4
3
2
） 

　
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

家
族
や
ご
近
所
と
協
力
し
合
い
、
雪
対
策
を
進
め
ま
し
ょ

う
。 

●
路
上
駐
車
は
、
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。 

●
降
積
雪
時
は
、
マ
イ
カ
ー
よ
り
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。 

●
降
積
雪
時
は
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。 

●
除
排
雪
さ
れ
た
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ

う
。 

●
水
道
水
を
融
雪
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
一
斉
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
除
排
雪
を

し
ま
し
ょ
う
。 

●
屋
根
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事
故
や

小
型
除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

●
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
な
ど
の
除
排
雪
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

●
生
活
道
路
、
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
、
防
火
水
槽

や
用
水
路
付
近
の
除
排
雪
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

●
寒
い
屋
外
で
の
除
雪
作
業
の
際
に
は
、
健
康
管

理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

●
各
家
庭
で
、
耐
寒
用
品
な
ど
を
含
め
た
非
常
持

ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。 

ご案内

広報永平寺12月号13

ご案内

広報永平寺12月号 12

詳しくは、企画財政課（1６１－３９４２）まで 
e-mail：kikaku@town.eiheiji.lg.jp

広告掲載募集  
広報永平寺に広告を掲載しませんか？ 

毎　月 
第1金曜日 
発　行 

●
止
水
栓
の
位
置
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

気
温
が
0
度
以
下
に
な
り
、
水
道
管
内
の
水

が
凍
っ
て
膨
張
す
る
と
破
裂
し
ま
す
。
水
道
管

が
む
き
出
し
の
と
こ
ろ
や
北
向
き
、
風
当
た
り

の
強
い
と
こ
ろ
な
ど
は
破
裂
し
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
の
対
処

水
道
管
に
タ
オ
ル
を
被
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
急
に
か
け
る
と
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
破
裂
を
防
ぐ
に
は
？

水
道
管
の
蛇
口
や
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
布
・
縄
・
フ
ェ
ル
ト
な
ど
を
巻
き

つ
け
て
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い

て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。

●
破
裂
し
た
と
き
は
？

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
、
ま
た
は
水
道

メ
ー
タ
ー
付
近
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
水
を

止
め
ま
す
。
破
裂
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な

ど
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を
し
て
か
ら
、
町

指
定
水
道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。（
指
定
業
者
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲

覧
で
き
ま
す
）

●
漏
水
の
確
認
方
法

家
庭
内
の
水
道
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
の
銀
色
も
し
く
は
赤
色
の
コ
マ
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
）
が
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
し

て
い
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
町
指
定

水
道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
水
に
よ
る
減
額
申
請
制
度
に
つ
い
て

不
可
抗
力
に
よ
る
水
道
管
の
漏
水
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
水
道
料
金
の
減
額
申
請
制
度

が
利
用
で
き
ま
す
。
町
指
定
業
者
を
通
じ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

積
雪
に
よ
る
認
定
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

積
雪
な
ど
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
前

月
と
同
水
量
分
を
認
定
水
量
と
し
て
料
金
を
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
翌
月

以
降
の
検
針
可
能
月
に
お
い
て
認
定
水
量
と
調

整
し
て
精
算
い
た
し
ま
す
。（
精
算
時
の
「
使

用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
に
は
精
算
金
額
が
表
示

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
）

可
能
な
限
り
通
常
通
り
の
検
針
を
行
う
た
め

に
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
り
の
除
排
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
融
雪
に
水
道
水
を
使
用
さ
れ
た
場
合

に
お
い
て
も
、
上
下
水
道
料
金
は
通
常
通
り
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
水
道
水
の
安
定
供

給
の
た
め
に
も
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

水
道
管
凍
結
に
よ
る

破
裂
に
注
意
を
！

お
問
い
合
わ
せ

上
水
道
課
　
1
６１
ー
0
2
7
7

環境課からの環境課からの 

お知らせお知らせ 
環境課からの環境課からの 

お知らせお知らせ 
環境課からの 

お知らせ 
平成20年4月より 
「プラスチック製容器包装」の 
　　　　　　　  分別が始まります！ 

　永平寺町では、現在のごみ分別に加えて「プラスチック製容器包装」の分別収集を
平成20年4月から全町で実施することになります。町民の皆様のご理解とご協力をお
願いします。 

　「容器」とは商品を入れる物（袋など）

のことです。 

　「包装」とは商品を包む物（フィルム

など）のことです。 

「プラスチック製容器包装」とは？ 

このマークが 
　　 目印です。 

　ごみのリサイクルを推進するために、平成18年
6月容器包装リサイクル法が改正され、市町村の責
任の下で、より質の高い分別収集の導入など国内循
環資源に関する方針が改正されたことにより実施す
るものです。 
　詳しい内容などにつきましては、順次お知らせし
ます。 

なぜ「プラスチック製容器包装」の 
分別収集をしないといけないの？ 

　福井県主催の地方自治法施行60周年記念式典が11月6日（火）
アオッサ県民ホールにて開催され、地方自治振興に功績があっ
たとして、永平寺町からは次の皆さんが県知事表彰を受けられ
ました。 

中村　龍虎 氏 （松岡春日2） 

森山　　　 氏 （松岡兼定島） 

布目　輝雄 氏 （松岡吉野堺） 

渡邉　　勇 氏 （花　谷） 

天谷　元信 氏 （上浄法寺） 

山田　壽子 氏 （藤　巻） 

橋詰　武宏 氏 （京　善） 

樂間　　薫 氏 （松岡薬師１） 
（順不同） 

お問い合わせ　環境課　161－3946

12月は、税の徴収強化月間です。
休日納税相談窓口を開設します。

日　時 12月16日（日）8時30分～17時
場　所 福井県税事務所

（福井市松本3-16-10）
お問い合わせ　
福井県税事務所　納税課

121－0015

福井県からのお知らせ

水
道
管
凍
結
に
よ
る

破
裂
に
注
意
を
！
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送
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ま
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ま
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別
便

特
別
便
」の 

　
　
　
　
送
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送
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が
始
ま
り
ま
す 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の 

　
　
　
　
送
付
が
始
ま
り
ま
す 

　
平
成
19
年
12
月
か
ら
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
年

金
の
加
入
履
歴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
現
在
、
社
会
保
険
庁
で
は
、
こ
れ
ま

で
基
礎
年
金
番
号
に
未
結
合
で
あ
っ
た

記
録
「
5
0
0
0
万
件
」
の
名
寄
せ
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
を
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
の
年
金
記
録
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
は
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
お
問
い
合
わ
せ
に
は

真
撃
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し

く
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

　h
ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/

お問い合わせ　福井社会保険事務所　123－4516

※名寄せの結果、記録が結びつくと思われる人には「ね
んきん特別便」に「確認はがき」および「年金加入記
録照会票」を同封して記録の確認を進めます。 

送

付

対

象

者

 

送

付

時

期

 

記録が結びつくと 
思われる人 

その他のすべての人 

名
寄
せ
で
氏
名
・
性
別
・

生
年
月
日
の
全
部
が
一

致
し
た
人 

平
成
19
年
12
月
〜 

　
平
成
20
年
1
月
を 

目
途 

年
金
受
給
者
の
人 

平
成
20
年
4
月
〜 

5
月
を
目
途 

現
役
加
入
者
の
人 

平
成
20
年
6
月
〜 

11
月
を
目
途 

名
寄
せ
で
氏
名
・
性
別
・

生
年
月
日
の
一
部
が
一

致
し
た
人 

平
成
20
年
2
月
〜 

3
月
を
目
途 

平
成
平
成
１９
年 

第
4
回
永
平
寺
町
議
会

回
永
平
寺
町
議
会 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
定
例
会
を
開
会
し

定
例
会
を
開
会
し
ま
す 

平
成
平
成
１９
年 

第
4
回
永
平
寺
町
議
会

回
永
平
寺
町
議
会 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
定
例
会
を
開
会
し

定
例
会
を
開
会
し
ま
す 

平
成
１９
年 

第
4
回
永
平
寺
町
議
会 

　
　
　
　
　
定
例
会
を
開
会
し
ま
す 

会
　
期
　
平
成
19
年
12
月
4
日
（
火
） 

〜
12
月
13
日
（
木
）
10
日
間 

　（
一
般
質
問
は
5
・
6
・
7
日
10
時
か
ら
の
予

定
で
す
） 

日
　
程 

　
5
・
6
・
7
日
／
一
般
質
問 

　
7
日
午
後
／
予
算
特
別
委
員
会 

　
10
・
11
日
／
各
常
任
委
員
会 

　
12
・
13
日
／
本
会
議 

場
　
所
　
役
場
3
階
　
議
場 

※
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
就
業
会
員
募
集

　
　
　
　
　
　
就
業
会
員
募
集 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
就
業
会
員
募
集 

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
に
お
住

ま
い
で
、
60
歳
以
上
の
健
康
な
就
業
意
欲
の
あ
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
家
事
援
助
お
よ
び
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

場
　
所
　
依
頼
者
の
ご
自
宅 

内
　
容
　
屋
内
清
掃
、
洗
濯
、
食
事
づ
く
り
な
ど 

時
　
間
　
依
頼
者
の
希
望
す
る
時
間 

　
　
　
　
1
回
1
時
間
〜
2
時
間
程
度 

配
分
金
　
1
時
間
当
り
7
5
0
〜
8
0
0
円 

条
　
件
　
就
業
場
所
ま
で
通
え
る
人 

 

お
問
い
合
わ
せ 

 

（
社
）永
平
寺
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　 

本
　
　
　
所
　
1
６１
ー
6
1
0
0
 

　 

永
平
寺
支
所
　
1
６３
ー
1
0
2
2
 

　 

上
志
比
支
所
　
1
６４
ー
3
2
6
6

8

「上志比の里　栗住波」宅地分譲　ご案内 「上志比の里　栗住波」宅地分譲　ご案内 「上志比の里　栗住波」宅地分譲　ご案内 
　歴史と伝統・文化、自然環境に恵まれた「新永平寺町」が
誕生し、「元気な子供たちの声が弾けるまち」「若い世代が住
みたくなるまち」を目指し、新しいまちづくりを進めており
ます。 
　「上志比の里　栗住波」は緑に囲まれた地域で、近くに幼
児園、小学校、中学校があり、図書館など公共施設も完備し、
安心して生活できる環境にあります。 
 

　清流九頭竜川と緑豊かな自然環境に囲まれた「上志比の里
栗住波」に是非お越しくださいますようご案内申し上げます。 
■分譲区画数　8区画（全16区画のうち、8区画分譲済） 
■区 画 面 積　275.52m2（83.34坪）～314.39m2（95.10坪） 
■分譲坪単価　72,000円～83,000円 
■特　典　付　永平寺町の補助制度あり 

お問い合わせ・お申し込み　　建設課　161－3948

ご案内

広報永平寺12月号15

まちからのお知らせ

広報永平寺12月号 14

私
た
ち
は
保
険
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。 

自宅：吉田郡永平寺町松岡松ヶ原4丁目413番地 

代表取締役 

Hisashi Aoki
青 木   久 

株式会社 

ベストエージェンシー 

松岡営業所 〒９１０-１１１８ 永平寺町松岡薬師１-７９  TEL 61－0680
E-mail：info@asahi-p.jp

2008年
　子歳 私 た ち は 熱 い ハ ー ト で お 応 え し ま す 。 

＊松 岡 支 店　61－ 1200 
＊永平寺支店　61－ 3220

＊福井医大支店　67－ 1900 
＊上志比支店　64－ 2323

福井銀行 
http://www.fukuibank.co.jp

JA吉田郡 経　済　課 63－3166　吉 野 支 所 61－0230 
五 領 支 所 61－1234　永平寺支所 63－3160 
上志比支所 64－2013 


